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◎今、最も必要なことを学ぶ・・・
　自治労北海道 網走地方本部 ２０１２春闘討論集会　学　習　会
テーマ 「自律的労使関係制度の確立に向けて」 ～単組は今何をしなければならないのか？～


「要求－交渉―妥結（協約・書面協定）」サイクルの構築を


急がれる「自律的労使関係制度」への対応


網走地本2012春闘討論集会で、全単組総支部が意思統一





網走地本「２　０　１　２　春闘統一要求書」


２月１５日（水）　一　斉　提　出


◎スト批准投票　２月１５～２２日





網走地方本部は、1月20日・21日の両日北見市モイワスポーツワールドを会場とし2012春闘討論集会 兼 第１回単組総支部代表者会議を開催した。　　　


会議では、先の道本部春闘討論集会においても示された「2011秋期闘争中間総括（案）」と「道本部2012国民春闘方針」に基づいた杉谷道本部副委員長らによる提起の後、網走地本から「2012春闘組織強化方針」と「具体的な闘い」についての提起がされ、春闘時における要求書の提出、学習会開催等の確認はもとより、網走地本内の多くの単組においても秋期闘争からの継続協議とされている「現給保障制度問題」にかかる今後の取り組みなどを全単組総支部が確認した。





また、単組総支部代表者会議では、網走地本内における秋期闘争の総括、2012男女平等産別統一闘争の推進、そして本春闘期における組織強化・拡大、地域公共サービス産別建設の重点課題等についても討議されたほか、定期大会後に選出された新役員の報告、当面の日程等が確認された。


なお、集会参加者は、二日間で48名（内女性8名16.7％）だった。





・2012春闘討論集会 兼 第１回単組総支部代表者会議における主な発言項目（抜粋）


○　道本部提起の国家公務員制度改革関連４法案と社会保障と税の一体改革、労働基本権付与等に関すること。


○　北見市・網走市における賃金確定闘争の越年にかかる経過説明。


○　春闘統一要求書、労使関係ルールに関する基本要求書にかかる提出方法に関すること。


○　津別町の養護・特別養護老人ホーム、町営バスの合理化反対闘争にかかる経過説明。


○　現給保障制度問題における継続協議にかかる交渉経過の説明。


（本件に関しては、現状として遠軽町労連と津別町職においてのみ動きがあることを確認済とし、その後に動向ある場合については、当該単組より地本に対し速やかに報告すること、また地本は各単組に対してその情報を提供し、２月１０日をヤマ場とする「現給保障制度存続」にかかる闘争を進めることを確認した。）





「２０１２　春闘オルグ」


２月１３日（月）・１４日（火）


「２０１２春闘」の具体的推進、意思統一のため、道本部と共に各単組へ伺います。どうぞよろしくお願いします。





2012春闘討論集会、そして第１回単組総支部代表者会議での熱心な討論に引き続き、各単組における喫緊の課題である「人事院勧告が廃止されたもとでの労使関係の構築」を見据えた学習会が、道本部の伊藤美恵子臨時執行委員（前組織部長）を講師に迎え行われた。


「要求―交渉―妥結―協約・書面協定」プロセスの確立、要求の水準・内容精査、協約締結への準備に加え、認証労働組合への移行等について、各単組役員をはじめとする出席者は、約２時間に渡り真剣な表情で旬の課題についての知識を深めていた。








